














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「茅渟宮」 （大阪府泉佐野市）に退き住んだという。一方、 「古事記」によれば允恭天皇の皇女軽大郎女の別名とされる。同母の兄木梨之軽皇子と婚姻関係を結んだことにより、兄は伊予の湯（道後温泉）に流される。妹も兄を追って行き、二人は心中する。この物語を背景 した和歌は「古事
記」や「万葉集」などに残るが、前者において、流され
る時に兄木梨之軽皇子と妹軽大郎女は、次のように歌い交わす（ 「古事記」 〈 『新編古典全集本
(小学館





















さて、允恭天皇寵妃衣通姫の、帝の訪問を待って詠んだ歌に次がある（ 「日本書紀」 〈 『新編古典全集本
(小学館






























































































続いて 「奥義抄」 は、 衣通姫の項目において、 次のような注釈を施している （ 「奥義抄」 〈 『日本歌学大系本
(風間










































































































































































































































































































住吉大社に「夜梅」 「落葉」 「後朝恋」三首が現存す 。題者である飛鳥井雅章 和歌も、玉津島神社に「暁蛍」 「梅」
注０１













































































































さて、以上のごとき「近代御会和歌集」 「御湯殿の上の日記」 「通兄公記」 記載事項を参考にして、 「御法楽五十首






























































































































































































前 〈一節３項〉 で検討したとおり、 玉津島社・住吉社両社に奉納された各 「御
法楽五十首和歌」 の短冊は、 各々同じ時に漉かれた同一紋様のものを用いるのだが、実際には、他と紋様の明らかに異なった短冊が含まれている。それは、玉津島社に奉納された、 〈一節１項〉④、宝暦十年三月二十四日御法楽中 冷泉為村短冊であり、 同じく⑤、 明和四年三月十四日御法楽中の為村・為泰父子短冊である。
先ず、 玉津島社・住吉社両社に奉納された、 前者宝暦十年の 「御法楽五十首
和歌」 中にある冷泉為村の短冊を見てみよう。 この御法楽で冷泉家から短冊を奉納しているのは、為村（一 代当主・四九歳）と為泰（一六代当主・二六歳）の父子だけである。為村は 玉津島社に「故郷柳」 「惜月」を、住吉社に「残菊匂」 「述懐」の計四首を詠み、為泰は、玉津島社に「別恋」を、住吉社に「寄露恋」 計二首を詠んでい 。
宝暦十年の奉納では、内曇金銀泥下絵の短冊（写真Ⅰ・Ⅱ、為村短冊〈Ⅰの





真Ⅱの左二枚目が為村 ものである。 この短冊が他 短冊と一緒に 予め配付されたも でないことは、 為村短冊の歌題を見ればわか 冷泉家がハレの場
、
、
で用いる独特な書法、 冷泉流書体を避けて、 他 歌題の筆に似せて書かれてい














































































































































































































延享元年 （一七四四） 五月、 桜町天皇が烏丸光栄から られた後の住吉社御法楽である。 この時、有栖川宮職仁親王（中務卿宮）も古今伝授を受けた。
④
宝暦十年三月廿四日奉納「御法楽五十首和歌」










天保十三年 （一八四二） 五月、 仁孝天皇が光格上皇から古今伝授を受けられた後の住吉社御法楽である。 実は、光格上皇はこれより二年前、天保十一年十一月に崩御しているが、その直前、古今伝授を遺した。











社に対して行われ、三社共に題者が飛鳥井雅章で、奉行が烏丸資慶であったことは前に確認した（ 〈一節２項〉 〈二節２項〉 ） 。この時に玉津島社と住吉社に奉納された 計百枚 和歌短冊を一枚ずつ確認してゆくと、歌題は全て同じ筆跡であることに気づく。さらにその筆跡は、題者である飛
鳥井雅章の自筆短冊との比較において、雅章のものと判断

























為村の祖父冷泉為綱 （冷泉家一三代当主） の二十歳の時のものである。 実は、 もまた定家流の復活に力を注いだ人であり、この天和三年の和歌短冊も定 流で書かれている。
さて、 為村の書 （歌題目録） と為綱の書 （和歌短冊） とを、

































































































































































































































































正月廿九日・二月十一 三 十七 四 二
･五月十八日・六月十三日・七月八日・八月二




正月十七 二 十一 三 八日・四月 二日

















日・八 八日・ 月二日・十月九日・十一 三 十二 三
（以上上巻）八年
…





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真Ⅱ： 詠百首和歌 （住吉大社蔵）「 」
写真Ⅲ： 報賽五首歌 （住吉大社蔵）「 」












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を遺された。山科言成の「言成卿記」天保十一 十一 九 は、
仙洞御不例遂次御養生不被為叶云々、動哭々々、回文
到来封付、自仙洞昨夜此御所え古今集御伝授被為在
候に付、今日中、禁中斗可有参賀、不及献物事、仙洞不及参賀之事。
と記す
服喪のため二年後に仁孝天皇が伝授を受けられたのである
新清和院女房日記
天保十三年四月二十
。
。 「
」
日条に、
御所より夕かた杉はら御文にて、一昨年冬、光格天皇様より古今集御伝しゆあらせられ候に付、来月廿三
- 357 -
日より三ヶ日に御覧あらせ候まゝ御吹てう仰られ候よ
し仰られ候故、此御所より御よろこひ仰られ候、杉
はら二枚かさね御文にて仰 れ 。
とあり
「言成卿記」天保十三年五月四日条には、 、
一昨年冬被遂古今御伝授、無程諒闇、今度自来廿三日御伝授御品々叡覧被為在候に付、来廿六日参賀献物可為寛政九年九月御灌頂之節通事。
のごとく、また、橋本実麗の「実麗卿記」同年五月二十六日条にも、
自去廿三日到昨日、古今御伝授後御伝受
之御品々叡覧、無滞被為済恐悦申上
。
去年依諒闇今御延引云々
と記している。
以
上
- 358 -
Ⅱ「御奉納
柿本社御法楽」と他本の校合
石見播磨
凡
例
一、本和歌作品「御奉納
柿本社御法楽」を底本とし、高津柿本社に奉納された霊元法皇他の自筆「五十首和歌短冊
（Ａ本）と比
石見播磨
」
較して、異同のある場合には本文の右に傍線を施し、その右に〈自筆Ａ本〉での表記を添えた。また、芦田耕一翻刻
の高津柿本
(注１
)
社奉納「人麿御奉納百首和歌
（Ｂ本）とも比較して、異同のある場合には本文を薄
い文字で示し、その左に〈芦田Ｂ本〉での表記
」
を添えた。
二、便宜の上から
「１
御奉納石見国柿本社御奉納の分」と「２
御奉納播磨国柿本社御奉納の分」の二つに分けて示す。
、
三
〈芦田Ｂ本〉は濁音を交えて翻刻しているが、便宜上、清音に直した。、
四、詠者の下に置いた〔
〕内は
〈芦田Ｂ本〉の記載内容である。 、
五、各本の符号において、例えば
「空
(に
)さそひて」は
「空」と「さ」の右に「に」を補っていることを示す。 、
03
六、各本の符号において、例えば
「梅かゝを
(お
)くれ」は
「を」をミセケチにして、右に「お」を補っていることを示す。 、
04
七、各本の符号において、例えば
「行末とをく
(○ち
)きることの葉」は
「とをく」と「きる」の間にマル符を施して、右に「ち」 、
40
を補っていることを示す。、
、
「
〔
〕
」
「 〔
〕 」
、 〈
〉
〈
〉
。
八
各本の符号において
例えば
更行まてに
も
きく
の
も
は
芦田Ｂ本
が施している
自筆Ａ本
での表記である
19
１
御奉納石見国柿本社御法楽の分
- 359 -
御奉納石見国柿本社御法楽
享保八年三月十八日
立春
院御製
〔
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本〉は記さず〕 〈〉
この
光
しきしま
道の
もそひて
のとけさを
世に
の
春は来にけり
此
ひかり
敷島
01
この
光
しきしま
竹鶯
阿計丸
〔有栖川阿計麿〕
はる
世
うくひす
くれ
代
鶯
こゑ
春ことの
やとりにしめて
竹の
千
をこめたる
の
02
呉
世
うくひす
声
春雪
綱平
〔二条関白左大臣従一位綱平
五十二歳〕
雪
ゝ
風ゆるき
空
(に
)さそひて
あは
の
もつもらぬ
春の
とけさ
ゆき
ふる
の
03
雪
降
ゝ
梅風
公通
〔正親町前権大納言従一位公通
七十一〕
向
のもと
遠
むめ
香
送
かせ
手
する
神の木
とをくとも
梅かゝ
くれ
山あひの風
むけ
下
を
(お
)
04
向
のもと
を
柳露
俊清
〔坊城前権大納言正二位俊清
五十七〕
姫
今朝
つゆ
さほ
の
かさしの玉と
みたれけり
柳の髪の
の
露
ひめ
けさ
あさ
05
姫
今朝
朝
- 360 -
春月
致季
〔西園寺権大納言正二位致季
四十一〕
出
雲
やま
るより
はへたてぬ
山
も
おほろに
かすむ月影
いつ
くも
のは
ひかり
06
出
雲
端
光
山花
実陰
〔武者小路前権中納言実陰
六十三〕
野
ゝ
峯
比
みよし
は
花に
ほはぬ
もなし
さくらの
色に
ころ
の
に
みね
くも
(ゝ
)
なる
07
野
ゝ
嶺
雲も
成
野花
公澄
〔滋野井権大納言正二位公澄
五十四〕
おも
木
もと
む
こ
ん
思ふとち
猶
の下に
やとりして
あすも野中の
花にくらさ
08
木
む
苗代
光栄
〔烏丸参議左大弁従三位光栄
三十五〕
いくか
たねまきて
になりぬ
苗代の
水もみとりに
すめるあら小田
幾日
09
いくか
松藤
兼親
〔中山権大納言正二位兼親
四十〕
年ことの
春にもこえて
か
に
こそかゝれ
池の藤なみ
松
枝
さき
10
まつ
え
咲
- 361 -
更衣
家久
〔近衛左大臣正二位家久
三十七〕
今朝
袂
夏衣
けささはやかに
しらかさね
とりかさねても
うすき
や
たもと
11
袂
郭公
公詮
〔今出川権中納言従二位公詮
三
(二カ
)十八〕
はな
鳴
たち
の
かほる軒は
あかすとや
山ほとゝきす
かてになく
花
は
すき
12
はな
ゝ
過
廬橘
為信
〔藤谷前参議正三位為信
四十九〕
とし
たちはな
む
植
ふ
立花
むかし
ん
軒ちかく
て年
る
や
のまゝに
猶にほふら
13
うへ
経
たちばな
昔
む
早苗
頼胤
〔葉室蔵人右中弁正五位上頼胤
二十七〕
めくみ
苗
恵
わかなへ
ゆたかなる
御代の
は
つきせしと
数とりそふる
小田の
14
めくみ
若苗
夏月
景忠
〔藤浪正三位大中臣景忠
七十七〕
は
を
い
みかた
秋にを
(お
)とらて
夏
(の
)月
高
山に
すめるさやけさ
わ
角
15
は
すみ
- 362 -
窓螢
雅季
〔清水谷参議左近衛中将従三位雅季
四十〕
ほたる
み
を
まとちかく
てらす螢は
も
ぬ
わか
こたりを
いさめてやとふ
ふみ
見
を
(お
)
16
文
み
を
納涼
通晴
〔愛岩
(宕カ
)正三位源通晴
五十一〕
涼
音にきく
それさへ
し
ちよりて
むすはゝいかに
瀧のしら糸
すゝ
立
17
涼
た
早秋
輔実
〔九条前関白左大臣従一位輔実
五十五〕
扇
はかり
涼
うはかせ
をも
はや
く
秋きぬと
音
し
荻の
風
あふき
を
計
けさ
すゝ
上
18
扇
お
はかり
今朝
涼
うは
夜荻
尚房
〔万里小路権中納言従二位尚房
四十二〕
枕
荻の風
手まくらちかく
よく夜は
まて
きくにねられぬ
そ
ふけゆく
も
19
所
更行
に〔も〕
暁鹿
通夏
〔久世前参議従二位源通夏
五十四〕
つま
すむ月に
夜やおしむらし
恋の
鹿のねなから
るしのゝめ
妻
あく
20
つま
明
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秋夕
信方
〔七条左近衛中将正四位下信方
四十七〕
辺
あき
結
野へふかき
草葉に秋の
ところえて
へを時と
むすふ
露
ゆふ
しら
21
夕
白
駒迎
資時
〔日野蔵人頭右大弁正四位上資時
三十四〕
あふさか
やま
え
雲
うへ
こよひ
望
こま
相
ひき
へ
くも
上
今宵
いつ
駒
坂の
山
こ
て
の
に
そ
る
もち月の
22
あふ
引
え
雲
うへ
こよひ
出
こま
嶺月
隆春
〔四条左近衛中将従四位上隆春
三十五〕
嶺
すみのほる
影は千
の
そらの月
くまなき
に
むかふさやけさ
里
みね
23
さと
嶺
杜月
久季
〔梅園左近衛中将正四位下久季
三十五〕
杜
すゑ
は
枝しけき
森の
は
もりくるも
すくなき
夜半の月影
木末
ひかり
24
梢
光
朝霧
実峯
〔押小路正三位藤原実岑
四十五〕
あさ霧
里
煙
きり
山もとの
の
の
それならて
そなたにみるは
秋の朝
25
さと
けふり
霧
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紅葉
為村
〔上冷泉侍従従五位上為村
十二〕
やま
を
錦
見
かき
染
たむけ
にしき
みん
神
に
る紅葉を
山ひめの
にを
(お
)れる
とや
26
垣
そむ
手向
錦
見む
暮秋
雅香
〔飛鳥井左近衛中将従四位上雅香
廿一〕
たち立
ゆく
ち
したふそよ
霧
こめて
かたは
いつことわかぬ
秋のわかれ
27
たち
行
路
残菊
尊祐
〔尊祐〕
もと
花
しら
はな
白きく
こと草は
色なき庭に
一本の
残
(る
)もあかぬ
の
28
花
しら菊
湊氷
公野
〔武者小路従三位藤原公野
三十六〕
いり
つなかぬも
氷にとちて
みなと入の
まの舟の
行
もなし
あし
方
29
芦
かた
冬月
基雄
〔持明院
基雄〕
くま
冬の夜は
なく
えて
すむ月の
にさゆる
はすさまし
隈
み
あらし
かけ
30
くま
見
嵐
影
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千鳥
兼敬
〔吉田従二位卜部兼敬
七十一〕
あかし
夜半
む
浦
鳥
よは
ん
すむ月も
明石の
に
うかれてや
かよふ千
の
に鳴ら
31
うら
とり
夜半
む
篠霰
隆成
〔櫛笥参議左中将従三位隆成
四十八〕
かせ
ふき
辺
篠原
ぬきとめぬ
玉とあられの
音たてゝ
風の吹しく
野路の
32
しのはら
里雪
師季
〔阿野左近衛中将正四位下師季
廿四〕
み
ゆき
里
末なひく
竹一むらの
おく
えて
にまかはぬ
遠の山
33
見
雪
さと
炭竃
惟永
〔竹内正三位源惟永
四十六〕
やき
あらし
炭
は
雪も
も
さゆる日を
えて
に
煙たつらし
焼
嵐
まち
峯
34
やき
あらし
待
嶺
初恋
邦永
〔伏見中務卿一品邦永親王〕
袖
なから
あやしや何を
けふよりは
思ひそめてか
の露けき
われ
そて
35
我
袖
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恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
祈々
宗建
〔難波左近衛中将正四位下宗建
廿七〕
は
む
杜
なわ
いの
ん
うき人は
なひくとなきに
いつまてか
のしめ
かけて
ら
36
森
縄
祈
む
恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
尋々
重季
〔高松右近衛中将従四位下重季
廿六〕
帰
む
宿
き
とひえすや
けふもかへら
いつこにも
あらぬ
なる
いらへ
そ
く
ん
やと
を
聞
37
ぬ〔む〕
宿
お
き
恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
聞々
隆典
〔油小路権中納言兼左衛門督従二位隆典
四十〕
あふせ
いもせ
なかれての
もあれな
川
音きくのみに
袖はぬるとも
逢瀬
妹背
38
あふせ
いま〔も〕せ
恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
見々
氏孝
〔水無瀬前権中納言従二位氏孝
四十九〕
こひち
はつ
え
ゆきま
しけり
恋路そまとふ
初草の
はつかに
へし
雪
なからに
行
見
間
39
ゆく
み
ま
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恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
契々
兼栄
〔日野西左少弁正五位上兼栄
廿八〕
かみ
は
たのむそよ
千々
(の
)社の
神かけて
行末とをく
る
の葉
(○ち
)き
こと
40
契
言
遇
恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
逢々
泰章
〔倉橋中務権大輔従四位下安部泰章
三十七〕
ゆめ
露
契
夜半
夢ならて
夢なる
は
はかり
かはす
の
の手枕
物
つゆ
ちきり
よは
41
もの
露
契
夜半
恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
偽々
宣顕
〔中御門正三位藤原宣顕
六十二〕
おも
む
契り
は
なに
ん
いつはりと
思ひもしらて
てし
人のこと
を
たのみけ
42
契
葉
何
む
恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
変々
定喬
〔梅小路左兵衛佐正四位下定喬
三十四〕
注２
む
と
何ちきり
ん
ひたすらに
かはる心の
かゝりせは
あたなる人
け
43
よ
なに契
む
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恋（
自筆Ａ本
〈芦田Ｂ本
） 〈
〉
〉
久々
有藤
〔六条前権中納言従二位源有藤
五十二〕
さりともと
たのむにまけて
いたつらに
年月のみを
かそふるはうき
44
古寺
尊昭
〔尊昭〕
なを
には
れ猶
ふりぬる寺の
庭にしも
道ある御代を
千
万
と
いの
世
代
45
祈
代
世
山家
公福
〔三条西権中納言従三位公福
廿七〕
たれ
いてゝ
里
誰も世に
つかふる
時なれや
すむ人まれの
(に
)
見ゆる山
46
出て
さと
田家
宣誠
〔中御門右少弁正五位下宣誠
三十三〕
さひ
すむ
やま陰
住
かけ
いほ
よそめさえ
(へ
)
淋しくもあるか
賤か
かた山
の
小田のかり
47
すむ
陰
庵
旅宿
隆長
〔鷲尾前権大納言正二位隆長
五十二〕
まくら
夜
宿
何かうき
草の枕の
一
とて
これも
ふに
やとならぬかは
よ
おも
48
夜
思
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述懐
光顕
〔外山前権中納言正二位光顕
七十二〕
めくみ
いま
及
み
千
は今そ
およひなき
身にたにあふく
敷島の道
とせふる
恵
49
年
経
めくみ
祝言
通躬
〔中院権大納言正二位源通躬
五十六〕
よろこ
むすゑ
万
ときに
あへるを神も
ひに
ら
は
千とせ
代
此
悦
まも
ん末
よろつ
50
この
よろこ
守
むすゑ
万
題者
藤谷前宰相
公福
奉行
三條中納言
〈芦田Ｂ本〉なし
注１
芦田耕一「島根大学附属図書館蔵『人麿御奉納百首和歌』―紹介と翻刻―
（
山陰地域研究
〈第八号
平成四年三月
島根大学 」『
』
山陰地域研究総合センター刊
）の翻刻部分を用いた。 〉
注２
番歌の第四句「あたなる人と」の「と」は
〈自筆Ａ本〉には「与」で表記されている。仮名「与」は一般的に「よ」を表す、
、
43
字母として用いられるが、時には「と」の仮名としても用いるので、ここもその例として見ておく。
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２
御奉納播磨国柿本社御法楽の分引き続き
「御奉納
柿本社御法楽」の「明石柿本社御法楽」を載せておく。この部分は、前掲「高津柿本社御法楽」と較べ〈芦
、
石見播磨
田Ｂ本〉との異同が殊に多いように思われる。底本を基にして、異
同部分の右に傍線を施し、その右に〈芦田Ｂ本〉での表記を載せて
おく。
なお、本文中に例えば、
「
(本ノマヽ
)」とあるのは
「里」の右に傍注「本ノマヽ」があることを示す。
里
、
02
御奉納播磨国柿本社御法楽
享保八年三月十八日
霞始聳
院御製〔
芦田Ｂ本〉は記さず〕 〈
明石
たち初
あかし潟
春とはかりに
立そめて
しまもかくれぬ
朝かすみかな
01
鶯出谷
吉忠〔二条右大臣正二位吉忠
三十五〕
栄
出きつゝ
こゑ
なるゝ
鶯
長閑なる
春を待えて
幾度か
声
(本ノマヽ
)なから
谷のうくひす
里
02
梅遠薫
直仁〔直仁〕
本
とを
むめ
窓
木のもとは
遠き垣ねの
梅かゝも
さそへはちかき
まとの春風
03
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岡早蕨
通躬〔中院権大納言正二位源通躬
五十六〕
岡野
をかの辺に
やかて咲へき
花ならぬ
わらひは折も
人はとかめす
04
夕春雨
惟通〔久我権大納言正二位惟通
三十七〕
くれ
たち
雫
見え
夕暮は
いとゝ霞の
立そひて
しつくもみへぬ
軒の春雨
05
江春月
共方〔梅小路前権大納言正三位共方
七十一〕
むめ
かすみ
いひしらす
梅かゝかほる
難波江に
月も霞て
影そ更行
06
湊帰鴈
公福〔三条西権中納言従三位公福
廿七〕
ゆく
思
暮るゝ
過
む
行鴈は
こゝをとまりと
おもはてや
暮もみなとを
よそにすくらん
07
花初開
幸教〔九条権大納言兼右近衛大将
廿四〕
正三位幸
教
さくら
初
みね
かせ
桜花
咲そめけりな
しら雲の
かゝる嶺より
かほる春風
08
花満山
常忍〔常忍〕
遠近
盛
も
を
まかはす
をちこちも
ひとつさかりの
花にして
雲はおのへに
たちもまよはぬ
09
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花随風
重孝〔庭田参議従三位右近衛中将源重孝
三十二〕
あたなりと
みすや軒はに
吹かよふ
風にまかする
花のこゝろは
10
河款冬
資時〔日野蔵人頭右大弁正四位上資時
三十四〕
川
移
井
河水に
うつろふ影も
いひしらぬ
色をふかむる
ゐ手の山吹
11
藤埋松
光和〔外山刑部卿正三位光和
四十四〕
陰
見え
吹
花
色
かけたかき
松のみとりも
みへぬまて
藤咲かゝる
はなそいろこき
12
郭公頻
邦永〔伏見院一品邦永〕
わひ
ころ
ひま
待侘し
それかあらぬか
この比は
山ほとゝきす
こゑ
(○の
)隙なき
13
早苗多
常雅〔花山院権中納言従二位常雅〕
うへ
広
みとり
若苗
植わたす
千町をひろみ
はる
と
緑につゝく
小田のわかなへ
く
14
簷廬橘
師香〔石山正三位藤原師香
五十五〕
おも
昔
とを
て
橘
思ひ出る
むかしは遠く
へ
(○た
)てしも
ちかき軒はに
匂ふ立花
15
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杜夏草
有統〔千種従三位源有起
(統カ
)
三十七〕
分
森
した陰
は
あけまきも
わけこぬ杜の
下かけは
夏の草葉の
しけるまゝなる
16
夏月涼
実全〔滋野井右近衛中将正四位下実全
廿四〕
むら
涼
影
夕立の
なこりの露の
草村に
やとるもすゝし
庭の月かけ
17
嶺夕立
俊将〔坊城蔵人権右中弁正五位上俊将
廿五〕
ま
は
みねとを
時の間に
こなたは晴れて
嶺遠く
くもるとみるや
夕立の空
18
螢似露
総長〔高辻文章転
(博カ
)士正三位藤
(菅カ
)原総長
三十六〕
ちり
玉笹
ほたる
散まかふ
光はおなし
たまさゝの
露吹風に
螢とふかけ
19
新秋風
兼熈〔鷹司前関白前左大臣従一位兼熈
六十五〕
は
音
きのふけふ
軒端の松に
お
(を
)とかへて
めにみぬ秋も
風にしらるゝ
20
織女契
豊忠〔広幡前権大納言前右大将正二位源豊忠
五十八〕
星
契
む
神代より
いかに一夜と
さためてか
かはらぬほしの
ちきりなるらん
21
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荻驚夢
通夏〔久世前参議従二位源通夏
五十四〕うは風
露のみか
むすふとすれは
手枕の
夢もみたるゝ
荻の上かせ
22
萩如錦
従久〔錦織弾正大弼従四位下卜部 久
廿八〕
かへ
分
錦
へ
萩
行帰り
わくるにしきの
たてぬきに
心もうつる
野辺の秋はき
23
秋田露
長義〔桑原前参議式部権大輔従二位
六十二〕
菅原長義
くに
めくみ
ま
とをつ国
あまねき君か
恵をは
田面にみてる
露にてもしれ
24
鹿声遠
乗具〔岩倉前中納言従二位源乗具
五十八〕
嶺とを
もみち
こゑ
山風の
つてにこそきけ
峰遠く
紅葉みたれて
鳴鹿の声
25
虫近枕
俊平〔壬生左近衛中将正四位下俊平
三十〕
こゑ
明
声ちかく
かたらひあかせ
きり
す
夜さむはおなし
秋の枕に
く
26
月出山
為香〔藤谷従五位上侍従為香
十八〕
夜
さしのほる
光そあかぬ
くるゝより
またれし山の
秋のよの月
27
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松間月
雅季〔清水谷参議左中将従三位雅季〕
まち
をのへ
分
す
待出る
尾上の月も
高砂の
松の葉わけの
影はえならぬ
28
水郷月
為範〔五条文章博士従三位菅原為範
三十六〕
よど
わたり
船
だ
む
こよひしも
淀の渡に
舟出して
光くまなき
月にあかさん
29
紅葉深
幽海〔幽海〕
たび
しぐれ
ふか
もみち
嶺
む
幾度の
時雨に染て
色深き
紅葉の梢
峰にみゆらん
30
暮秋霧
重季〔高松左近衛中将従四位下重季
廿六〕
み
わかれ
立とまる
色に見るへき
夕霧も
くるゝをいそく
秋の別路
31
夜時雨
貞建〔貞建〕
しくれ
幾たひ
聞
手枕の
夢はむすはて
更る夜に
風の時雨を
いく度かきく
32
橋落葉
公緒〔阿野権中納言公緒
五十八〕
みね
散
吹おろす
峰の嵐に
ちりわたる
紅葉もふかき
谷のかけはし
33
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寒草霜
徳忠〔藤浪神祇大副正三位大中臣徳忠
五十四〕
分
辺
来
え
淋
百草を
わけつる野へも
冬きては
霜の花のみ
見へてさひしき
34
冬月冴
有起〔六条左近衛中将従四位上源有起
廿三〕
雲はらふ
嵐はけしき
(く
)
さえ
て
更行月の
影はすさまし
く
35
潟千鳥
宣誠〔中御門右少弁正五位下宣誠
三十二〕
潟
浪ま
しほかせ
千鳥
こゑ
明石かた
月もこほれる
波間より
塩風さむみ
ちとり鳴声
36
狩場雪
公野〔武者小路従三位藤原公野
三十六〕
かり
ら
鷹
さゆる日も
あかぬ狩場に
引すへて
袖さへ雪の
ましろふのたか
37
市歳暮
為信〔藤原
(谷カ
)前参議正三位為信
四十九〕
いま
かへ
らし
今はとて
帰る市路の
あき人に
とまらぬ
(本のまゝ
)も
つれて行年
年
38
寄雲恋
尊祐〔尊祐〕
うき
行ゑなき
おもひは空に
浮雲の
はれぬもさそと
人はしらしな
39
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寄河恋
氏孝〔水無瀬前権中納言従二位氏孝
四十九〕
見
我
浅
河とみて
わたらぬ中に
もるゝなよ
(本のまゝ
)やはあさく
人につゝみし
みれ
40
寄木恋
実峰〔押小路正三位藤原実岑
四十五〕
とせ
松
ひ
剣
幾年か
人の心の
つれなきは
まつのみさをゝ
(ほを
)
いつならいけん
41
寄草恋
雅香〔飛鳥井左近衛中将従四位上雅香
廿一〕
移
ゆく
知
わか
思
初
更
月草の
うつろひ行は
しらて我
おもひ染しも
今さらにうき
42
寄鳥恋
徳光〔北小路従三位藤原徳光
四十一〕
まつ
あふ事
とを
いつまてか
待夜かさねて
逢ことは
遠山鳥の
つらき独ね
43
寄衣恋
治房〔清閑寺権中納言従三位治房
三十四〕
な
は
衣
ん
恨のみ
かさぬる夜半の
からころも
かへしてまたむ
夢たにもなし
44
隣家鶏
兼香〔一条内大臣正二位兼香
三十二〕
誰
おとろ
中垣の
そなたの鳥は
たかためか
また夜ふかきに
驚かすらん
45
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遠村竹
国久〔岡崎前参議従二位国久
六十五〕
すへとを
みとり
呉
陰
すみなるゝ
民の家居も
末遠く
つゝく緑の
くれ竹のかけ
46
田家路
光栄〔烏丸参議左大弁従三位光栄
三十五〕
跡
と
畔
世
あとゝめて
民はくろをも
ゆつるよに
かへるや小田の
里の中道
47
夕旅行
兼廉〔広橋権大納言従二位兼廉〕
さと
とひよらむ
里やはるけき
夕日影
のこるにいそく
野への旅人
48
浦眺望
基長〔東園権大納言正二位基長
四十九〕
はるゝ
見
潟
へたてなく
なかめをよせて
晴
(る
)日に
みぬ島うかふ
浦の遠方
49
寄道祝
実陰〔武者小路前権中納言従二位実陰
六十三〕
身をあはせ
千世につたへて
君も臣も
やはらく道そ
大和言の葉
50
飛鳥井
題者
雅香朝臣
奉行
日野中納言
〈芦田Ｂ本〉なし
右御短冊ニ
題
名乗
被遊し故
御官位等
無之者也
以
上
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Ⅲ「有賀長収ほか奉納和歌」中の津守国礼六十四首
〈
〉
、
（
）
（
）
、
有賀長収の主催したこの
奉納和歌会
は
寛政三年
一七九一
から文化二年
一八〇五
までの十五年間
計三十五回に亙り行われた
奉納和歌会
の日には
同時に
同日当座和歌会
も行われたので
毎回参加して
。
〉
、
〈
〉
、
いれば、七十首の歌を残すことになる。それ等の和歌は
、巻子十五巻に分けて収められ住吉社に奉納された。
主催者長収は七十首を詠んでいるが、津守国礼の場合は
、歌題と詠者名「国礼朝臣」が書かれているものの、
和歌は記さ ず空白である部分が六箇所ある。それは左 歌番号中Ａ～Ｆを施した箇所である。したがって、国礼の歌は計六十四首になる。
寛政三年「二月七日・五月廿二日・九月廿日」三回六首
▼
寛政三年二月七日奉納和歌「社頭祝言」
住よしと
宮居せしより
しきしまの
みちひろき世を
まもるかみかき
01
当座十五首「初春霞」
住の江や
まつの千とせの
初春に
かすみてゆるき
うらかせそふく
02
同年五月廿二日「郭公数声」
住の江に
をちかへりなく
ほとゝきす
かみにたむけの
こゑやおしまぬ
03
当座十五首「早苗多」
- 380 -
賤のめか
千まちのさなへ
とるてにも
あまるめくみの
ときやたのしむ
04
同年九月廿日「月夜逢友」
月かけの
めくりあひぬる
こよひこそ
かたりあはさん
ことの葉のとも
05
当座廿首「萩」
朝なゆふな
こゝろの色も
さく萩の
わかむらさきに
移してそみむ
06
寛政四年「二月廿日・六月九日・九月廿日」三回六首
▼
寛政四年二月廿日奉納和歌「春情有鶯」
鶯の
はつねきくより
のとけきは
はるのこゝろや
あひにあふらむ
07
当座廿首「霞知春」
春をしる
野山もあれと
住よしや
うらはの波の
かすむ初しほ
08
同年六月九日「雲間夏月」
涼しさも
ひときはそひて
夕立の
なこりの雲間
月そもりくる
09
当座十五首「朝新樹」
夏の色を
またきわか葉の
露散て
あさとて涼し
庭の木かくれ
10
同年九月廿日「風送菊香」
わけ入て
またみぬうちも
菊にほふ
やまちの秋そ
かせにしらるゝ
11
当座十五首「行路萩」
秋風の
たえまも袖の
行すりに
つゆそこほるゝ
野ちの萩はら
12
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寛政五年「二月六日・五月廿一日・九月廿日」三回六首
▼
寛政五年二月六日奉納和歌「霞添春色」
住よしの
松にもみゆる
春の色を
そへてかすみの
たてるのとけさ
13
同当座十五首「早春山」
消あへぬ
ゆきもいつしか
咲はなの
おもかけかすむ
山のはつ春
14
同五月廿一日「螢照水草」
とふほたる
細江のあしの
よひ
に
みをつくしてや
思ひもゆらん
く
15
同当座廿首「海郭公」
ほとゝきす
夏のうみつら
行舟の
ほのかにきくも
あかぬ一こゑ
16
同九月廿日「海辺擣衣」
秋ふくる
うら風さむみ
ねぬよさへ
つもりのあまや
衣うつらむ
17
同当座十五首「秋風」
さやかなる
月の夜ころは
秋かせの
こゑもやわきて
すみまさるらん
18
寛政六年「二月四日・五月廿日・九月廿日」三回六首
▼
寛政六年二月四日奉納和歌「多年愛梅」
年ことに
まさる色かに
なをあかて
のきはのむめを
めつるいく春
19
同当座廿首「朝鶯」
春の日の
うらゝに声も
聞ゆなり
かすむあさけの
そのゝ鶯
20
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同五月廿日「採早苗」
岡のへの
田面にちかく
住賤や
かへさいそかて
早苗とるらん
21
同当座十五首「五月雨晴」
はれそめて
あつさにうつる
日のかけも
しはしは涼し
さみたれのあと
22
同九月廿日「聞鴈」
稲葉ふく
あき風さむき
よひ
に
たれをたのむの
鴈はなくらむ
く
23
同当座十五首「野鹿交萩」
秋の野の
花にこもれる
つましあれや
まはきをわけて
鹿の鳴らむ
24
寛政七年「二月四日・五月廿日・九月廿日」三回六首
▼
寛政七年二月四日奉納和歌「春松久緑」
春ことに
いやさかへます
住の江の
まつはいくよの
みとりなるらむ
25
同日当座十五首「若水」
住吉の
神の御まへに
汲そめて
けさそたむくる
春の若水
26
同年五月廿 「五月雨雲」
山のはに
一むらたつと
みし雲も
ちさとにはれぬ
さみたれの空
27
同日当座十五首「夏朝」
朝戸出の
たもとなからに
やすらひて
そともにすゝむ
ならの下かけ
28
同年九月廿 「夕紅葉」
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日のかけは
うすくなりても
紅葉はに
しはしゆふへを
のこす山のは
29
同日当座十五首「暁出月」
秋の月
あかつきかけて
出るにそ
いくよなれみし
ほともしらるゝ
30
寛政八年「三月廿日・九月廿日」二回四首
▼
寛政八年三月廿日奉納和歌「海辺春望」
貝ひろひ
いそなつみにと
こし人も
まつむかへるや
霞む海つら
31
同日当座「名所若菜」
はるもまた
浅沢小野に
うちいてゝ
雪まのわかな
つむそすくなき
32
同八年九月廿日奉納和歌「野経秋望」
見つゝ行
ちくさにうつる
心まて
むへもはてなき
武蔵野のあき
33
同日当座「初秋月」
く
初秋の
日かけに残る
あつさをも
しはしわするゝ
つきのよひ
34
寛政九年「三月廿日・九月廿日」二回四首
▼
寛政九年三月廿日奉納和歌「毎年愛花」
此はるは
ふかくもわけぬ
山さくら
こそ見しほかの
陰もとひ来て
35
同日当座「春朝天」
出るより
かすめる空の
朝つく日
くもるやはるの
光なるらむ
36
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寛政九年九月廿日奉納和歌「秋植物」
神垣に
たか植をきて
はふくすも
もみちも秋の
色を見すらし
37
同日当座「秋夕」
くれのこる
秋の夕日の
峰の雲
心なしとも
見えぬあはれさ
38
寛政十年「三月廿日・九月廿日」二回〇首
▼
寛政十年三月廿日奉納和歌「海辺春夕」
Ａ
（歌
な
し）
作者名「国礼朝臣」のみあり
同日当座「春日遅」
Ｂ
（歌
な
し）
歌題「春日遅」と作者名「国礼朝臣」のみあり
同年九月廿 奉納和歌「擣衣到暁」
Ｃ
（歌
な
し）
作者名「国礼朝臣」のみあり
同日当座「秋日」
Ｄ
（歌
な
し）
歌題「秋日」と作者名「国礼朝臣」のみあり
寛政十一年「三月廿日・九月廿日」二回二首
▼
寛政十一年三月廿日奉納和歌「花下忘帰」
心あれや
家路わすれて
見る花に
またてふとりも
あひやとりして
39
同日当座「氷解」
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池みつの
みきはのこほり
ふき解て
なみのあやなす
春のはつ風
40
寛政十一年九月廿日奉納和歌「晩秋興」
Ｅ
（歌
な
し）
作者名「国礼朝臣」のみあり
同日当座「野外薄」
Ｆ
（歌
な
し）
歌題「野外薄」と作者名「国礼朝臣」のみあり
寛政十二年「三月廿三日・九月廿日」二回四首
▼
寛政十二歳三月廿三日奉納和歌「桜柳交枝」
ことのはも
さかふる門と
いつもとの
やなきにはなの
えたやさしそふ
41
同日当座「江霞」
むめかほる
はるはなにはの
江村に
かすみのあみも
かけてほすらし
42
寛政十二歳九月廿日奉納和歌「秋菊盈枝」
この比は
しもにほこれる
いろ見えて
えたもたはゝに
匂ふしらきく
43
同日当座「萩映水」
さくはなの
色をうつして
そめ河の
名にやなかれん
はきの下みつ
44
享和元年「三月廿日・九月廿五日」二回四首
▼
亨和元年三月廿日奉納和歌「暮春花」
ひと木なを
さきてや春を
とゝむらむ
外のさくらは
ちりしみきりに
45
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同日当座「霞」
春のいろを
みさほはかりに
のほる日の
かけもうらゝに
霞む山のは
46
亨和元年九月廿五日奉納和歌「秋視聴」
秋このむ
庭のちくさの
夕つゆに
またふりいつる
すゝ虫のこゑ
47
同日当座「秋朝雲」
冬ちかき
ほともしられて
朝さむみ
しくれもよほす
風のうき雲
48
享和二年「三月廿八日・九月廿日」二回四首
▼
亨和二年三月廿八日奉納和歌「藤懸松」
佐保姫の
手そめのきぬの
松かさね
ふち咲まつの
色に見ゆらし
49
同日当座「早春雪」
神かきや
つもれる雪に
あとつけて
まつ初春の
宮めくりせむ
50
同年九月廿 奉納和歌「紅葉映日」
かた山に
うつる夕日の
てりまして
きゐるはやしの
もみち色こき
51
同日当座「初秋 」
一葉ちる
柳の木のま
あらはにも
はれゆく月の
秋はきにけり
52
享和三年「三月廿日・九月廿日」二回四首
▼
亨和三年三月廿日奉納和歌「夕野遊」
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神垣も
ちかきあたりと
ゆふかけて
あさ沢小野に
遊ふ春の日
53
同日当座「鶯」
冬聞し
千鳥にも似す
住の江の
はる長閑なる
鶯のこゑ
54
同年九月廿 奉納和歌「松不知年」
むかしたに
いく世経ぬらむ
とはかりの
きしかた遠き
住よしの松
55
同日当座「暁立秋」
一とせも
さよもなかはを
過ぬとや
むへも身にしむ
秋のはつ風
56
文化元年「三月廿日・九月廿日」二回四首
▼
文化元年三月廿日住吉社奉納和歌「春浦松」
住よしの
うらはの松の
いつはあれと
はるの海辺の
色やまさらむ
57
同日当座「氷始解」
とくるより
先打出る
波の花の
下ひもなれや
はるの氷は
58
同年九月廿 奉納和歌「江月聞鴈」
なには江の
月に鳴なり
鴈かねの
身をつくしこし
旅のあはれを
59
同日当座「秋日」
かりあけて
稲葉かけほす
住よしの
きし田に晴る
秋の日の影
60
文化二年「三月廿日・九月廿日」二回四首
▼
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文化二年三月廿日住吉社奉納和歌「春雑物」
高麗笛を
たか吹ならし
住吉の
みきはの春に
こゝろうかれて
61
同日当座「江上霞」
あま人の
あさりせる間も
江の村に
春ほすあみや
霞成らむ
62
同年九月廿 奉納和歌「社辺紅葉」
此比は
さかきにかへて
手折はや
かみのゐかきの
秋のもみちを
63
同日当座「暮秋荻風」
夢かとよ
くれぬる秋を
驚かす
夜半のまくらの
かせの下荻
64
以
上
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Ⅳ
和歌三神各社蔵書
(分野別
)一覧
、
（
）
、
ここでは
和歌三神各社すなわち玉津島神社・住吉大社・月照寺
明石柿本神社
・高津柿本神社が所蔵する
近世期の和歌および関連文書（ただし、一部近代のものも
含む）を紹介しよう。なお、高津柿本神社所蔵文書に
関しては〈六章〉で既に述べている。しかし、重
複することにはなるが、再度載せておく。
便宜上
古今伝授後御法楽五十首和歌
関係
仙洞御所月次御法楽和歌
関係
堂上歌人の個人的な奉納和
、 〈
〉
、 〈
〉
、 〈
〉 、 〈
〉 、 〈
〉 、
（
）
。
歌
柿本人麻呂千年忌関係の奉納和歌
諸家からの奉納和歌
つごう五分野
表Ⅰ～Ⅴ
に分けて紹介する
表Ⅰ〈古今伝授後御法楽五十首和歌〉関係
▼
①
寛文４年（一六六四）５月の古今伝授
５月…後水尾法皇が後西上皇・烏丸資慶・中院通茂・日野弘資に古今伝授６月…後西上皇他、御法楽五十首和歌を玉津島社・住吉社に奉納
・
右、玉津島神社・住吉大社に現存】 【
②
天和３年（一六八三）４月の古今伝授
４月…後西上皇が霊元天皇に古今伝授
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６月…霊元天皇他、御法楽五十首和歌を玉津島社・住吉社に奉納
・
右、玉津島神社・住吉大社に現存】 【
③
延享元年（一七四四）５月の古今伝授
５月…烏丸光栄が桜町天皇・有栖川宮職仁親王に古今伝授６月…桜町天皇他、御法楽五十首和歌を玉津島社・住吉社に奉納８月…桜町天皇他、御法楽五十首和歌を高津柿本社に奉納８月…桜町天皇他、御法楽五十首和歌を明石柿本社に奉納
・
右、玉津島神社・住吉大社・高津柿本神社・月照寺に現存】 【
④
宝暦
年（一七六〇）２月の古今伝授10
２月…有栖川宮職仁親王が桃園天皇に古今伝授３月…桃園天皇他、御法楽五十首和歌を玉津島社・住吉社に奉納５月…桃園天皇他、御法楽五十首和歌を高津柿本社に奉納６月…桃園天皇他、御法楽五十首和歌を明石柿本社に奉納
・
右、玉津島神社・住吉大社・高津柿本神社に現存。月照寺・明石柿本神社にはない】
【
⑤
明和４年（一七六七）２月の古今伝授
２月…有栖川宮職仁親王が後桜町天皇に古今伝授
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３月…後桜町天皇他、御法楽五十首和歌を玉津島社・住吉社に奉納５月…後桜町天皇他、御法楽五十首和歌を高津柿本社に奉納６月…後桜町天皇他、御法楽五十首和歌を明石柿本社に奉納
・
右、玉津島神社・住吉大社・高津柿本神社・明石柿本神社に現存】 【
⑥
寛政９年（一七九七）９月の古今伝授
９月…後桜町上皇が光格天皇・有栖川宮織仁親王・閑院宮美仁親王に古今伝授
月…光格天皇他、御法楽五十首和歌を玉津島社・住吉社に奉納11
…光格天皇他、御法楽五十首和歌を高津柿本社に奉納
寛政
年３月10
光格天皇他、御法楽五十首和歌を明石柿本社に奉納
寛政
年３月カ
…
10
・
右、玉津島神社・住吉大社・高津柿本神社に現存。月照寺・明石柿本神社にはない】
【
⑦
天保
年（一八四二）５月の古今伝授13
５月…光格上皇が仁孝天皇に古今伝授
実は
光格上皇はこれより二年前
天保十一年十一月に崩御されているが
その直前
古今伝授を遺
、
、
、
、
された。
月…仁孝天皇他、御法楽五十首和歌を玉津島社・住吉社に奉納12
…仁孝天皇他、御法楽五十首和歌を高津柿本社に奉納
天保
年６月14
…仁孝天皇他、御法楽五十首和歌を明石柿本社に奉納
天保
年６月14
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・
右、玉津島神社・住吉大社・高津柿本神社・明石柿本神社に現存】 【
表Ⅱ〈仙洞御所月次御法楽和歌〉関係
▼
「玉津島社月次御法楽和歌」
(巻子上下・千八百五十首
)
《元禄三年六月～同六年五月の三年間の月次歌会は三十七回》
３年…６月８日・７月２日・８月
日・９月
日・
月
日・
月４日・
月
日
21
16
10
10
11
12
23
４年…正月
日・２月
日・３三月
日・４月
日
･５月
日・６月
日・７月８日・８月２日・
29
11
17
12
18
13
閏８月
日・９月
日・
月
日・
月
日
･
月
日
21
16
10
10
11
28
12
23
（以上
上巻）
５年…正月
日・２月
日・３月
日・４月
日
･５月
日・６月
日・７月８日・８月
日・
17
11
18
12
18
13
14
９月
日・
月
日・
月
日・
月
日
21
10
16
11
10
12
17
６年…正月
日・２月
日・３月
日・４月６日・５月
日
23
17
11
24
（以上
下巻）
・
右、玉津島神社に現存】 【
「住吉社月次御法楽和歌」
(巻子上下・千八百五十首
)
《元禄六年六月～同九年五月の三年間の月次歌会は三十七回》
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６年…６月
日・７月
日・８月８日・９月
日・
月
日・
月
日・
月
日
29
25
26
10
21
11
16
12
10
７年…正月
日・２月
日・３月
日・４月
日
･５月６日・閏５月
日・６月７日・７月１日・
17
11
17
12
12
８月８日・９月２日・
月９日・
月３日・
月３日
10
11
12
（以上
上巻）
８年…正月
日・２月
日・３月
日・４月
日
･５月
日・６月
日・７月７日・８月
日・
17
11
18
12
18
25
14
９月８日・
月２日・
月９日・
月３日
10
11
12
９年…正月
日・２月４日・３月
日・４月
日・５月
日
10
23
30
12
（以上
下巻）
・
右、住吉大社に現存】 【
表Ⅲ〈堂上歌人の個人的な奉納和歌〉
▼
【玉津島社
〈禁裏御所・仙洞御所からの奉納〉 】
年
月
不
記…………御奉納五十首和歌
後桜町天皇
(上皇カ
)
【玉津島社
〈公家衆からの奉納〉 】
正徳４年８月晦日……中院通躬詠歌延享元年夏……………吹上八景手鑑
冷泉為久詠・同為村筆
・
右、全て玉津島神社に現存】 【
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【住吉社
〈禁裏御所・仙洞御所からの奉納〉 】
年
月
不
記…………御奉納五十首和歌
後桜町天皇
(上皇カ
)
【住吉社
〈公家衆からの奉納〉 】
享保６年８月…………奉納夏日詠二十首和歌
烏丸光栄
享保６年８月…… 奉納十首和歌
烏丸光栄
宝暦２年９月…… 奉納連名百
冷泉為村ほか
宝暦
年５月…………報賽五首和歌
冷泉為村
12
明和５年２月…………春日詠五十首和歌
冷泉為村
安永２年９月
日……奉納三十一首和歌
沙弥澄覚
(冷泉為村
)
13
年
月
不
記…………奉納二十首和歌
中院通躬
年
月
不
記…… 奉納三十首和歌
中院通躬
年
月
不
記…… 奉納百首和歌
冷泉権中納言為久
年
月
不
記…… 住吉社奉納二十首和歌
従二位冷泉為久
年
月
不
記…… 奉納二十首和歌
下冷泉宗家
年
月
不
記…… 奉納三十首和歌
下冷泉宗家
年
月
不
記…… 奉納百首和歌
従二位冷泉為村
年
月
不
記…… 奉納二十首和歌
冷泉為村
年
月
不
記…… 奉納堂上寄合二十首和歌
冷泉為村ほか
年
月
不
記…… 奉納十五首和歌
冷泉為理
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年
月
不
記…………奉納三首和歌
冷泉為紀
・
右、全て住吉大社に現存】 【【月照寺・明石柿本社
〈禁裏御所・仙洞御所からの奉納〉 】
年
月
不
記…………伝正親町天皇宸筆和歌一首
年
月
不
記…… 伝正親町天皇宸筆和歌一首
【月照寺・明石柿本社
〈公家衆からの奉納〉 】
明和７年４月
日……冷泉家柿本神像法楽和歌13
明和７年夏……………柿本尊像寄進状
冷泉為村（為村自詠十八首を含む）
明和７年９月１日 人麻呂神影着讃由来
冷泉為村（為村自詠一首を含む）
明和７年冬………… 柿本講式
冷泉為村書写奉納（為村自詠三十一首を含む）
・
右、全て月照寺に現存】 【【高津柿本社
〈禁裏御所・仙洞御所からの奉納〉 】
該当作品なし
【高津柿本社
〈公家衆からの奉納〉 】
元文元年
月…………秋日詠百首和歌
冷泉為村
11
明和４年７月…………柿本社奉納十五首 歌
冷泉為村
明和５年２月…… 春日詠五十首 歌
冷泉為村
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年
月
不
記…………歌仙色紙三九枚
筆者は公家衆で一人一枚を担当
前中納言藤原基康
他
・
右、全て高津柿本神社に現存】 【
表Ⅳ〈柿本人麻呂千年忌関係の奉納和歌〉
▼
【月照寺・明石柿本社
〈禁裏御所・仙洞御所からの奉納〉 】
享保８年２月
日……人丸神位神号の「女房奉書」18
享保８年２月
日……霊元院御所からの「五十首和歌短冊」18
享保
年６月６日……霊元院御所からの「三十六歌仙式紙」11
・
右、第二例「五十首和歌短冊」は月照寺・明石柿本神社にない。他は現存】
【
【月照寺・明石柿本社
〈その他からの奉納〉 】
享保８年２月…………奉納百首
藤原喬直
享保８年３月
日……正一位柿本大明神社奉納和歌
詠三十二首和歌
18
享保８年３月
日……御奉納
石見
･播磨
柿本社御法楽
18
享保８年３月
日……奉納三十二首
岸部延
18
享保８年季秋良辰……奉納五十首和歌
伊勢御師中西常直
（以上、人麻呂千年忌にあたる）
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安永２年３月
日……奉納和歌三十二首
川井立斎
他
18
安永２年３月…………奉納五十首和歌
奥平正慶
安永２年３月…… 奉納十首
豊前国中津藩
菅沼定易
（以上、人麻呂千五十年忌にあたる）
・
右、全て月照寺に現存】 【【高津柿本社
(真福寺
)
〈禁裏御所・仙洞御所からの奉納〉 】
享保８年２月
日……人丸神位神号の「宣命」18
享保８年２月
日……人丸神位 号の「位記」18
享保８年２月
日……霊元院御所からの「五十首和歌短冊」18
・
右、全て高津柿本神社に現存】 【【高津柿本社
(真福寺
)
〈その他からの奉納〉 】
享保８年３月
日……奉納百首和歌
洛
不遠斎長隣
18
享保８年３月
日……柿本大明神社奉納和歌
沙門快信
他
18
享保８年３月
日……柿本社奉納百首和歌
益田町
藤井平治郎
18
享保８年３月
日……石見国奉納人麿大明神 一首
三河国藤川郷士
藤原良尚
18
享保８年３月
日……高角山
奉納和歌千首
石州津城主
臣
岩手将曹
越智盛之
18
享保８年
月…………高角山柿本社頭三百首和歌
梅月堂尭真宣阿
11
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年
月
不
記…………柿本人麻呂座像
(絵
)
狩野永叔筆
藩主亀井茲親奉納
（以上、人麻呂千年忌にあたる）
安永２年３月
日……柿本社奉納百首和歌
重格
他
18
安永２年３月
日……柿本社千五十年御祭祀詠百首和歌
雲州
百忍庵常悦
18
安永２年３月
日……詠五首和歌
冷泉為村
18
安永２年３月
日……石州高角 大明神社奉納
和歌・序詞・発句
西川堂
18
安永２年３月
日……柿本大明神広前奉納和歌
(二巻
)
藤原義居・藤原一麿
18
（以上、人麻呂千五十年忌にあたる）
文政５年３月
日……柿本社千一百年御祭祀詠五十首和歌
清水有慶（前年の奉納）
18
文政６年３月
日……石見国高角山 社奉納和歌
藩主
大隅守源朝臣茲尚
18
文政６年３月
日……柿本社奉納和歌三十首
出雲宿祢尊孫
18
文政６年３月
日……当座探題和歌18
文政６年３月
日……奉納百首和歌
撰者
源芳章
18
文政６年３月
日……柿本社奉納和歌集
世話頭取
河田弥兵衛
他
18
文政６年３月
日……柿葉集
石見津和野
中村安由
18
文政６年３月
日……柿本社千百年神忌奉納
善法寺権僧正
他
18
文政６年３月
日……奉納和歌五十首
防州花岡八幡宮大宮司村上基豊
18
文政６年３月
日……奉納和歌十首
長州須佐
澄川正方
18
文政６年３月
日……柿本社奉納和歌四季五十首
藤原久命
他
18
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文政６年３月
日……奉納倭歌
鳥越明神神主鏑木権次
他
18
文政６年３月
日……柿本人麻呂事跡考
弁
石見
岡真人熊臣
18
文政６年３月
日……
｢奉納倭歌
｣黒塗箱
藩主亀井茲尚（和歌作品はないが、箱蓋裏書からこの折の和歌
18
を入れて奉納したものと判断）
文政６年３月吉辰……柿本人麻呂座像
(織物絵
)
居田進九郎・中島嘉助
（以上、人麻呂千百年忌にあたる）
明治６年３月１日……柿本神社一千百五十年大祭
奉納歌会集・奉納和歌・短冊五十枚・奉納歌会の寿詞
亀井茲監・幟仁親王
他
明治６年３月
日……春日詠五首和歌
冷泉為理
18
（以上、人麻呂千百五十年忌にあたる）
大正
年４月…………奉納和歌
全国の歌人からの奉納
12
年
月
不
記…………柿本神社一千二百式年大祭奉納歌
第一集
（以上、人麻呂千二百年忌にあたる）
・
右、文政６年３月の藩主亀井茲尚
｢奉納倭歌
｣を除き、他は高津柿本神社に現存】
【表Ⅴ〈諸家からの奉納和歌〉
▼
【玉津島社】
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寛文８年７月…………詠歌
徳川頼宣
元禄
年正月…………木綿襁和歌
薩摩国堺田通節
13
享保
年初夏…… 詠歌百首
藤原有量
17
元文３年秋……………詠歌十首
坂光淳等
寛政９年９月… 詠歌
栄調・敬忠・道高等
明治４年初冬…… 詠歌
徳川則子
・
右、全て玉津島神社に現存】 【【住吉社】
寛文３年１月…………住吉社宝前詠百首和歌
釈卞海
寛文５年２月…… 奉納三十首和歌
津守国治
貞享３年仲春…… 奉納独吟名所百首和歌
河瀬菅雄
貞享３年仲春…… 奉納独吟名所百首和歌
恵藤一雄
貞享３年仲春…… 奉納連名三百参拾
河瀬菅雄
他
正徳２年正月…… 奉納五十首和歌
津守国教
享保５年９月…… 奉納連名百首和歌
有賀長伯
他
享保
年５月…………夏日侍住吉社宝前詠十首和歌
藤原氏房
15
延享元年３月…………奉納十首和歌
津守国輝
寛延３年
月…………奉納十首和歌
津守国輝
12
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寛政３年～文化２年…奉納和歌
有賀長収・津守国礼
他
文化６年………………奉納「文安六年
正徹百首」
松平定信奉納
文化６年
月…………奉納百首和歌
松平定信
12
文化
年正月…………奉納百首和歌
秦広永
13
文政３年………………奉納六首和歌
松浦肥前守
文政７年春… 奉納三首和歌
松浦肥前守
年
月
不
記…………奉納二十首和歌
広橋兼胤
年
月
不
記…… 奉納十首和歌
中臣光知
年
月
不
記…… 奉納十首和歌
中臣延樹
年
月
不
記…… 奉納百首和歌
源雅
・
右、全て住吉大社に現存】 【【月照寺・明石柿本社】
寛永
年季秋…………松花堂卅六歌仙巻
松花堂昭乗
13
慶安３年９月…………和歌折本
樋口信孝
延宝２年８月…… 明石浦人麻呂社法楽
賦御何連歌
西山宗因の独吟百韻
天和３年３月…… 明石人丸社奉納百首和歌
含俳諧発句
吉岡信元
宝永８年 月…… 奉納
人丸太明神社頭三十首和歌
梅月堂宣阿撰
宝永８年３月…… 奉納
人丸太明神社頭二十首和歌
梅月堂宣阿撰
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享保８年３月以降……人麿御影供和歌五十首
飛鳥井雅脩
享保８年７月…………奉納百首和歌
明石藩主松平直常及び家中
享保
年８月…………柿本社奉納和歌
桑門三余
15
延享３年８月…………奉納百首
嶺良成
宝暦８年 月…… 奉納五十首和歌
長信治
宝暦
年３月…………播州明石浦柿本御 五十首和歌
敬義斎長川
他
10
寛政４年閏２月………奉納柿本社千首和歌
源盛香大田氏
奉納は子の大田盛弘
天明２年仲夏……… 奉納和歌
藤原良徳
年
月
不
記…………一首懐紙
明石藩主松平直明
年
月
不
記…… 和歌短冊
明石藩主松平直明
年
月
不
記…… 鎮西探題
(平野山何連歌
)
今川了俊
年
月
不
記…… 三十六歌仙和歌巻
作者不詳
年
月
不
記…… 八十 首和
作者不詳
年
月
不
記…… 奉納三 首
作者不詳
年
月
不
記…… 奉納和歌五
作者不詳
年
月
不
記…… 播州明石柿本神社奉納 歌
作者不詳
・
右、全て月照寺に現存】 【【高津柿本社
(真福寺
)】
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永正４年４月…………人丸縁起の書写
作者不詳
寛文元年９月…… 柿本集・赤人集
多胡真益
天和３年３月…… 柿本講式正徳３年８月…… 日本名所並国名和歌集
全
平川一往之次
享保９年 月…… 奉納三十首和歌
藤村伴雄
享保９年
月…………和歌三神伝記
源慶安
12
享保
年３月…………八雲神詠口訣
和歌三神口訣
源慶安
10
享保
年秋……… 奉納三十首和歌
都築嘯風
17
享保
年
月…………人麻呂奉納和歌并詩類
平川之信
17
11
享保
年仲秋……… 詠百首和歌
一枝軒蘭翁
19
元文５年６月…………十五首和歌
氏房・信義
他
寛保 年８月…… 岩手越智本理院八十八之賀百首
越智盛之
寛延元年９月…… 奉納和歌三十
大谷幸隆
寛延４年………… 奉納和歌百首
中島正甫
宝暦３年６月 奉納柿本大明神御広前組題百首 歌
河野良直
宝暦６年 月…… 奉納和歌二百首
越智之通
宝暦８年秋……… 奉納和歌八十首
波多野信美
宝暦９年３月… 柿本社奉納 仙
芦塘連中
宝暦
年９月…………人麻呂万歳台
作者不詳
11
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明和５年３月…………和歌一巻
津和野家中
三浦氏
明和９年９月…… 三十六 仙色紙并筆者目録
作者不詳
安永５年３月…… 柿本社奉納百首和歌
邑子
他
天明３年９月…… 高角神社奉納
竹内道厚
天明７年５月…… 奉納
和歌百首・俳諧百韻・名録百句
中原昭興
寛政２年初夏…… 柿本社奉納三十首和歌
吉仲競
寛政７年６月…… 柿本大明神 和歌七十首
藤井貞躬
寛政７年９月…… 柿本大 神奉納和歌十六
澄川閑野女
享和２年８月…… 柿本社奉納百首之和歌
岡忠栄
文化３年春……… 柿本社奉納独吟一千首
津和野城下
木村包元
文化８年盛夏… 奉納和歌十首
菅井靖字宥卿
文化
年閏
月………奉納一日百首詠和歌
牧村光享
10
11
文政３年８月…………奉納和歌五十首
長州萩
連中
文政５年４月…… 諸氏 短冊
松平定信・藩主亀井茲尚
他
文政５年………… 高角社人麿太明神奉納和歌
小野尊道・平井寛敬
安政４年閏５月 人丸社御宝前
平佐不一勝峯
文久２年
月…………高角柿本社奉納和歌百首
保々光等
10
慶応３年３月…………奉納百首
藩主亀井茲監
明治
年５月…………伊素志の屋歌抄
藩主亀井茲監
21
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明治
年８月…………奉納柿本神社和歌
常陸国鹿島神宮宮司
大谷秀実
23
年
月
不
記…………（江戸初期～中期か）詞書六歌仙
作者不詳
年
月
不
記…… （冷泉為村の頃か）詠三百首和歌
桑門慈延
年
月
不
記…… 短冊九葉
大和宇多在住者
他
年
月
不
記…… 三十首和歌
純一・信幸
他
年
月
不
記…… 戸田柿本神社縁起
作者不詳
年
月
不
記…… 奉納三十六歌仙
作者不詳
年
月
不
記…… 奉納三十六歌仙
作間四郎右衛門
年
月
不
記…… 詠百首和歌
作者不詳
年
月
不
記…… 高角社奉納十首組題和歌
源永経
・
右、全て高津柿本神社に現存】 【
以
上
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個人別計
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２
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３
２
１
１
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１
１
１
１
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新続古今
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４
６
１
２
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３
１
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新後拾遺
１
１
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７
１
２
８
１
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３
１
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１
１
１
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新拾遺
１
２
５
１
２
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･1
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新千載
１
１
１
１
１
６
１
７
２
１
18
13
12
47
風
雅
１
３
１
５
17
続後拾遺
１
１
１
１
１
７
５
１
３
１
16
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32
続千載
２
３
１
１
１
１
６
３
４
１
15
21
･1
10
55
数
玉
葉
１
１
１
３
歌
14
別
新後撰
３
３
①
１
①
４
①
①
①
１
１
①
①
①
②
人
13
･1
18
42
個
続拾遺
２
２
２
４
①
び
12
11
よ
続古今
１
１
２
お
11
数
続後撰
１
１
①
①
４
歌
10
の
９
新勅撰
１
１
人歌
８
新古今
１
１
２
氏守
７
千
載
１
１
１
３
津る
６
詞
花
２
２
けお
５
金
葉
３
３
に集
４
後拾遺
３
３
撰勅
勅
撰
集
基
基
基
光
国
瑜
平
景
助
平
国
藤
冬
顕
信
兼
道
女
任
夏
実
量
貴
夏
久
廉
豊
博
村
遍
勝
暁
計
助
別
Ⅴ
人
国
有
量
国
経
性
国
国
国
宣
棟
国
国
国
寂
国
国
国
国
国
国
国
国
量
国
国
国
国
長
備
暁
寿
集撰
歌
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ
サ
シ
ス
セ
セ
ソ
タ
チ
ツ
テ
ト
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
マ
勅
。
、
。
各和歌集の頭の数字は成立順を示す
ア～ヒの各人物は一応時代順に並んでいるが
フ～マは津守氏古系図に名が見えない
セの国顕と寂信は同一人物である。また○で囲んだ数字は、各和歌集の詠み人知らずの歌の中で、各々の作者に判明した歌を示し、
｢・
｣付きの数字は、勅撰和歌集に入集していながら津
守和歌集には漏れている歌を示している。
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各章で用いた論文の初出
ここには、各章で利用した拙稿の初出を載せた。例えば、第二章で用いた論文を第三章でも利用した、という
場合もあるので、重複するものも多い。
何かの折に、あわせてご利用いただけるならば、幸甚の至りです。序
論
・神道宗紀
鶴﨑裕雄「歌神
住吉明神―和歌三神と古今伝授・奉納和歌―
〈分担執筆
～
〉 」
pp.
21
26
（
『
』
）
大阪市立美術館編
住吉さん―住吉大社
1800年の歴史と美術
平成二二年一〇月
同美術館他
第一章
・鶴﨑裕雄
佐貫新造
神道宗紀
編著『紀州玉津島神社奉納和歌集』中の解題
（平成四年一二月
玉津島神社）
・神道宗紀「玉津島社奉納和歌の背景―
冷泉為村・為泰父子和歌短冊の場合―」
（平成九年一二月
『帝塚山学院短期大学研究年報』四五号）
・神道宗紀「住吉社御法楽五十首和歌に添えられた歌題目録―天和三年奉納の御法楽五十首和歌について―」
（平成十年一二月
『帝塚山学院短期大学研究年報』四六号）
・神道宗紀
鶴﨑裕雄
編著『住吉大社奉納和歌集』中の解題
（平成一一年三月
東方出版社）
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・神道宗紀「寛文四年玉津島社奉納の和歌について―古今伝授後御法楽五十首和歌中の異種短冊―」
（平成一二年一月
住吉大社研究論集『すみのえ』二三五号）
第二章
・神道宗紀「禁裏古今伝授における御祈祷―人麿山月照寺新文書が語るもの―」
（平成一六年二月
『帝塚山学院大学日本文学研究』三五号）
・神道宗紀「近世における奉納和歌 ついて―玉津島社・住吉社・明石柿本社・高津柿本社の場合―」
（平成二二年二月
『帝塚山学院大学日本文 研究』四一号）
・鶴﨑裕雄
神道宗紀
小倉嘉夫
編著『月照寺
奉納和歌集』中の解題
（平成二三年八月
和泉書院）
明
石
柿本社
第三章
・神道宗紀「禁裏古今伝授における御祈祷―人麿山月照寺新文書が語るもの―」
（平成一六年二月
『帝塚山学院大学日本文学研究』三五号）
・神道宗紀「柿本人麻呂と神位 号―月照寺蔵『神号神位記録』を基に―」
（平成一七年二月
『帝塚山学院大学日本文 研究』三六号）
・神道宗紀「月照寺蔵本『御奉納
柿本社御法楽』成立の背景」
石見播磨
（平成二〇年二月
『帝塚山学院大学日本文 研究』三九号）
・鶴﨑裕雄
神道宗紀
小倉嘉夫
編著『月照寺
奉納和歌集』中の解題
（平成二三年八月
和泉書院）
明
石
柿本社
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第四章
・神道宗紀「冷泉為村と住吉社奉納和歌」
（平成七年六月
『皇學館論叢』二八巻三号）
・神道宗紀「冷泉為村の奉納和歌―住吉
社・玉津島社奉納和歌とその書風―」
（平成七年一二月
『帝塚山学院短期大学研究年報』四三号）
・神道宗紀「冷泉為村の奉納年月不明 社奉納『堂上寄合二十首』の場合―」
（平成八年一月
住吉大社研究論集『すみのえ』二一九号）
・神道宗紀「冷泉為村に見る定家仮名遣―住吉社奉納和歌を資料として―」
（平成八年九月
『日本語学』一五巻一〇号
明治書院）
・神道宗紀「冷泉為村の月照寺奉納和歌―明和七年奉納和歌をめぐって―」
（平成一六年一二月
『帝塚山学院大学文学部研究論集』三九集）
・神道宗紀
鶴﨑裕雄
編著『住吉大社奉納和歌集』中の解題
（平成一一年三月
東方出版）
第五章
『
』
（
）
・鶴﨑裕雄
佐貫新造
神道宗紀
編著
紀州玉津島神社奉納和歌集
中の解題
平成四年一二月
玉津島神社
「
『
』
」
（ 『
』
）
・神道宗紀
津守貞量本
古語拾遺
について
帝塚山学院短期大学研究年報
四一号
平成五年一二月
・神道宗紀「冷泉為村の奉納年月不明和歌―住吉社奉納『堂上寄合二十首』の場合―」
（平成八年一月
住吉大社研究論集『すみのえ』二一九号）
・神道宗紀「住吉神主
津守家の人々と古典文学
（平成一〇年七月
住吉大社研究論集『すみのえ』二二九号） 」
- 410 -
・神道宗紀「住吉神主
津守国治・国教・国輝
の和歌―各奉納和歌に見る仮名遣を資料として―」
（平成一一年三月
『皇學館大學神道研究所紀要』一五輯）
・神道宗紀「住吉社神主
津守国礼の和歌―『有賀長収ほか奉納和歌』中の国礼和歌仮名遣から―」
（平成一二年十二月
『帝塚山学院大学人間文化学部研究年報』二号）
・神道宗紀「高津柿本神社蔵書目録補遺」
（平成二一年二月
『帝塚山学院大学日本文学研究』四〇号）
・神道宗紀「近世における奉納和歌について―玉津島
社・住吉社・明石柿本社・高津柿本社の場合―」
（平成二二年二月
『帝塚山学院大学日本文 研究』四一号）
』
（
）
・鶴﨑裕雄・神道宗紀・小倉嘉夫
編著『月照寺
奉納和歌集
中の解題
平成二三年八月
和泉書院
明
石
柿本社
・神道宗紀「人麻呂終焉の地と津和野の人々―
万葉集および高津柿本社奉納文書から―
〈分担執筆
～
〉 」
pp.
295
309
（
『
』
）
鶴﨑裕雄編
地域文化の歴史を往く―古代・中世から近世へ―
平成二四年八月
和泉書院
第六章
・神道宗紀「高津柿本神社蔵書目録」
（平成一八年二月
『帝塚山学院大学日本文学研究』三七号）
・神道宗紀「高津柿本神社蔵書目録補遺
（平成二一年二月
『帝塚山学院大学日本文学研究』四〇号）
以
上
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あ
と
が
き
私は、皇學館大学および同大学院修士課程在籍中、西宮一民先生のご指導の許に、主として〈万葉集〉や〈上
代語〉の研究を行った。修士課程修了後も言葉への興味は
変わることがなく、先生のお教えをいただき、研究の
方向も変わることはなかった。
しかし、帝塚山学院短期大学に勤務していた時に、ある和歌短冊と出会った。それは玉津島神社の所蔵する短
冊だった。折 折、和歌山市和歌浦の玉津島神社は御社殿
と御神庫の改築修理中であって 完成する平成四年十
一月に合わせ、所蔵の奉納和歌を翻刻編集して出版する予
定を立てていた。その時に遠北明彦宮司からのご依頼
をいただき、帝塚山学院短期大学の鶴﨑裕雄教授と佐貫新造教授そして私が携わることになった。
私は、江戸時代の天皇や上皇を じめとする、堂上歌
人たちの奉納した美しい短冊と、そこにしたためられた
美しい筆跡に、すっかり心を奪われてしまった。奉納和歌の分野にも立ち入るようになった瞬間である。また、これを機縁として 帝塚山学院に〈奉納和歌研究会〉が発足することとなる。
次に行なった調査は、住吉大社所蔵の文書である。同
社文教課の川嵜一郎氏（当時）が私と大学の同級生、
敷田年博宮司（当時）は父と神宮皇學館の同級生、というようなこともあり、調査においては本当に便宜を図っていただいた。残念なこ にお二人とも長逝さ
れたが、改めて感謝する次第である。
住吉大社所蔵文書の中では、冷泉為村の奉納和歌が印象
深い。翻刻された活字本での〈かぶり歌〉については
知っていたが、自筆におけるこの言語遊戯 初めて出会い心
が震えたのを覚えている。十五代為村の作り上げた
独特な書体は、玉津島神社の方で経験していたものの、ず
っと後の、二十代為理や二十一代為紀にまでも受け継
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がれているのを実際に目にして、少なから
ず驚かされた。この書体は〈定家流〉とか〈定家様〉と言われている
よう
が
定家の書体とは著しく異なるので
私は
冷泉流
や
冷泉流書体
冷泉流書法
冷泉流書風
という語
、
、
〈
〉
〈
〉 、 〈
〉 〈
〉
を用いた。
そして調査は、明石市の月照寺（柿本神社）へと続く。ここは風光明媚な地で、月照寺の建つ人丸山の頂から
は、正面に明石海峡と淡路島、左に明石海峡大橋、その遥
か奥に生駒葛城の連山と和泉山脈が、大阪湾に浮ぶ島
のごとく見渡せる。まさに人麻呂の詠んだ「天離る
夷の長道ゆ
恋ひ来れば
明石の門より
大和島見ゆ」のとお
、
、、、、、
、
、、、、
りである。人丸山の中腹には天文科学館があり、灯台のよう
に高く大きな時計塔が立っていて、山頂からの景観
を邪魔しているかの感もする。明石市を日本標準時となる子午線（東経一三五度）が通っていることはわかっていた。しか 、それが人丸山の月照寺と柿本神社の間を通
っていることなど、当初は知る由もなかった。実はこ
の時計塔こそがその象徴であった だ 市街地で目にする
マンホールの蓋にはこの塔のデザインと〈１３５〉の
文字が刻まれている。
月照寺二十六世間瀬元道住職
当時
および同寺護持会中村元氏・網順三氏には本当にお世話になった
同寺
（
） 、
。
文書と和歌の編集にあたっては、確認のため何度も資料の
出し入れをお願いすることになったが、快くお見せく
ださったことに感謝申し上げたい
島根県益田市高津町の、高津柿本神社での調査にも思い出深いものがある。島根県へ向かう早朝、車で中国山
地を山陰側に越えるや否や、カーラジオ
からハングルが飛び込んで来て、どう選局してもＮＨＫ以外はみな韓国
語の放送であったこと、これには大変な衝撃を受けた。また、高津柿本神社宮司で医師でもあ 中島匡博氏の母堂、若い時には小学校の教員をしていたという 、その手振り身振りの話し方には、なぜだか人を説き伏せてしまう力があった。
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高津柿本神社の文書は〈宝物殿〉に保管されているが、管理状態はあまりよくない。湿気は大敵とばかり除湿
しているためだろうか
継紙
などの作品は糊が剥がれて
一枚一枚の紙になってしまっているものも少なくな
、 〈
〉
、
く、和歌三神四社の各資料の中では
一番気を遣い、扱いにくかった。
宝物殿の中には立派な 輿が所狭しと置かれている。こ は
〈三章一節１項
「神号神位記録の意訳」の⑤で 、〉
述べた、明石月照寺僧と高津真福寺僧が、霊元院御所に召
された時、役人たちの質問「神輿等はあるか」に対し
て、高津の僧は「城主から神輿・神具ともに寄付されて不
足はない」と答える、そ 神輿に違いない。以前、明
石月照寺で実際に目にした文書の
「御役人中御挨拶
神輿等
在之候哉
御尋之処」という文言、そこに出て来
、
ニ
茂
与
、
、
た神輿が、今、高津柿本神社で、私 目の前にあるのだ。
色々な思い出とともに、このように楽しく文書調査を行えたことが、ひいては調査や研究を十五年以上の長期
に渡らせることにもつながった。そ てその結果、和歌三神四社、玉津島社・住吉社・月照寺
(明石柿本社
)・高
津柿本社の各社に奉納された和歌と関連資料の、全てに目を通すことが出来た。本当に幸せであった。
最後になりましたが、文書の調査にあたってお世話に
なった和歌三神各社の皆様に、また調査研究に際してご
指導ご協力をいただいた鶴﨑裕雄先生、佐貫新造先生、小倉嘉夫先生に心からお礼を申し上げます。
重ねて、学位論文に挑戦するという私の無思慮な話を親身
に聞いてくださった、皇學館大学の半田美永先生お
、
、
、
。
よび櫻井治男先生に
そして
快くご承諾くださりご指導くださった深津睦夫先生に
心底より感謝いたします
